
平成30年  議会報告会「市民と語る会」
（１）開催をどのように知りましたか（複数回答可）

※その他の内容

・議会からの案内

・支所からの案内

・町内会長、行政協力員

　からの案内 など①広報・議会だより

57.7%

②ホームページ 3.1%

③議員・知人

　　からの紹介

　　5.2%

④その他

　　33.0%

無回答 1.0%

（２）議会報告の内容はどうでしたか

※理由等

・要点が集約されていた。

・質疑応答がためになった。

・事前に予備知識が必要と

　感じた。

・諸々説明については

　数値化できるものはした

　上で説明いただきたい。

①分かりやすかった

43.7%

③分かりにくかった

　　3.4%

②どちらとも

   いえない

　　48.3%

無回答 4.6%

5月19日から29日までの期間に市内10会場で開催した結果について
お知らせいたします。

【質問】企業をまるごと誘致はで
きないのか。
【回答】現時点でそこまでは発展
してないが、視野に入れながら提
案していきたい。

主な

質疑
内容

【質問】鳥海山木のおもちゃ美術
館については、議員も広報や支援
に取り組んでほしい。
【回答】議員も様々なネットワーク
を持っていることから、発信する
ことで集客に繋げていきたい。

【質問】アリーナが完成
すると総合

体育館の管理運営はどう
なるのか。

【質問】どちらも管理者
がミズノグ

ループであることから、
今後の利用

については融通が図られ
ると思う。

【質問】風力発電は景
観を損ねた

り、低周波音による健
康被害が

懸念される。市として規
制を条例

化できないか。

【回答】すでに法律が
あるため、

市としての条例化は難し
い。

【質問】イージスアショアの電磁波
の健康への影響を心配している。
ミサイルは潜水艦からの発射もあ
るのでレーダーは上空だけでなく
海に向かって電磁波が出されると
どうなのか大変心配であるが、議
員はどのように考えているか。
【回答】国は県と秋田市への説明
を実施していくため、その説明を
聞いた上で議会としてどのような
対応を取れるか決めていきたい。

【質問】市議会につい
て、人口に

比例した議員数や議員報
酬の削減

などの方向は考えている
のか。

【回答】今後、議会改
革特別委員

会を立ち上げる予定に
なってい

る。その中で議員の定
数や様々な

問題について検討して
いく予定で

あり、６月議会で委員
会を立ち上

げることで検討項目も
はっきりし

てくるので、もう少しお
待ちいた

だきたい。

【質問】鳥海ダム建設に期待して
いるが、鳥海ダム用道路、観光用
道路など、ダム工事の工程はどこ
まで進んでいるのか。
【回答】鳥海ダムについては、今
年度基本計画が提出される予定で
あるので注視したい。ダムに沈む
道路の付け替え道路については議
会にも説明されているが、当局とも
確認して地域要望に答えていく。

【質問】本市に移住された方の人
数は。
【回答】この３年間で平成２７年度
は１５組２９人、２８年度１９組３６
人、２９年度２５組５１人で計５９
組１１６人となっている。

【質問】空き家問題について、倒

壊の危険がある空き家も見られる

が、所有者の所在が不明であるな

ど、解体などの対応が難しい空き

家もあると思う。空き家対策につ

いて伺う。

【回答】市内の空き家に関する調

査は終わっているが、市内全体の

空き家の数は１５９０戸となってお

り、危険度の状況も調査している。

市でも対策をしているが、所有者

が不明や不在だったり、解体する

と固定資産税が高くなることなど

への対応を考えていく必要がある。

主な

質疑
内容
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問 　５月の大雨による本市の災害状況は。

答 　５月１８日からの豪雨による本市の被害状況

については、河川５９カ所、道路１１６カ所の合

計１７５カ所であり、これらの復旧予算は２億９

５２０万円４千円である。また、農地については、

水田２５０ｈａ余りが冠水した。

　５月１８日からの大雨により、本市に甚大な被害
が発生しました。

５・１８大雨被害！

問 　総合防災公園内の施設見学会の予定は。

答 　８月２日から９日まで地域ごとに施設見学会を

予定しているが、この日程以外でも要望があれ

ば、対応可能な範囲で案内したいと考えている。

問
　由利本荘アリーナ使用の申請方法、料金など、

市民へ周知すべきでは。

答 　１０月から１２月の利用に関する申込みは、９月

１日から８日までに公共施設予約システムか、直

接施設の受付での申請となるが、使用料金額な

ども合わせて市広報８月１日号でお知らせする。

問
　由利本荘アリーナのネーミングライツ・パート

ナー契約は。

答 　県内にスーパーを展開する「（株）ナイス」と

契約締結をした。契約期間は平成３０年１０月１

日から平成３５年３月３１日まで（４年６ヵ月）、

契約金額は年額３１０万円（総額１３９５万円）で、

名称は「ナイスアリーナ」と決まった。

　８月上旬に地域ごとに見学会を開催し、広報など
で申請方法や使用料金についてお知らせします。

由利本荘アリーナの見学、
使用申請などは
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問
　受診率、特定保健指導実施率の向上への取り

組み方は。

答 　４０～４９歳の受診率が低い。特定健診は体

の異常の早期発見につながり、保健指導や重

症化予防、医療機関への受診勧奨などへと波

及する。未受診者への受診機会の十分な確保、

毎年受診する必要性の周知に取り組む。

　受診率は県・同規模自治体と比較すると依然と
して低い状況にあります。

特定健診の受診状況は

大雨による水田の冠水

道路の被災状況

第
２
回
臨
時
会
（
５
月
１０
日
）

　
第
２
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
案
件
は
条
例

改
正
専
決
処
分
報
告
３
件
、
補
正
予
算
専
決
処

分
報
告
９
件
、
補
正
予
算
２
件
、
契
約
案
件
２

件
、
そ
の
他
１
件
の
計
１７
件
で
、
い
ず
れ
も
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

【
条
例
改
正
専
決
処
分
報
告
】
主
な
も
の

●
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
補
正
予
算
専
決
処
分
報
告
】
主
な
も
の

●
地
域
雇
用
創
出
推
進
基
金
費
　
　
　
４
億
円

●
公
共
施
設
等
維
持
補
修
基
金
費
　
　
３
億
円

【
補
正
予
算
】
主
な
も
の

●
鳥
海
山
等
観
光
振
興
事
業
　
　
８
５
０
万
円

●
Ｂ
＆
Ｇ
西
目
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
プ
ー
ル
棟
改
修
工
事
　
　
　
５
０
０
０
万
円

【
契
約
案
件
】
主
な
も
の

●
市
道
猿
倉
花
立
線
災
害
防
除
工
事
請
負
契
約

　
の
締
結

　
契
約
者
　
山
科
建
設
（
株
）・
矢
島
建
設
（
株
）

　
　
　
　
　
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
　
　
　
　
　
代
表
者
　
山
科
建
設
（
株
）

　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
山
科
　
優

　
契
約
額
　
２
億
８
６
２
０
万
円

：：

12由利本荘市議会だより  平成30年／2018年8月1日発行

議会報告会
「市民と語る会」を
開催しました

ご参加いただきまして
　　　　　　ありがとうございました。

5月19日  本　荘：職業訓練センター
 東由利：有鄰館

5月26日  由　利：善隣館
  本　荘：市民交流学習センター

5月28日  西　目：シーガル
矢　島：日新館
岩　城：岩城会館
大　内：大内農村環境改善センター

5月29日  鳥　海：紫水館
本　荘：アクアパル

参加者合計／188人

参加者アンケート結果
（４）議会報告会・意見交換会はどうでしたか

※理由等

・各地域の議員との話し合いが

　できる。

・少しでも議員と市民が

　接する機会があるのは

　良い事だと思う。

・議会報告以外にも他の市民が

　どう感じているのか知ること

　ができて有意義だった。

・もう少し時間を長くして

　ほしい。

①評価する

60.9%

③評価しない

　　2.3%

②どちらとも

   いえない

　　28.7%

無回答 8.1%

（３）意見交換に特定のテーマを設定したほうがいいと思いますか

※理由等

・広い分野からの質問で

　よいのではないか。

・市民の関心事は多様だから

　テーマはしぼらない方がよい。

・報告に対する質問が

　よいと思う。

・議会で市民の意見を

　求めたいものを示しても

　よいと思う。

①思う

32.2%

無回答 10.3%

②思わない

　　57.5%

主な

意見

市民の貴重なご意見を市政に反映していきます。
●民生委員と地域包括支援センターの連携が上手く取れていないと思う。

●市の顔、羽後本荘駅舎に観光案内所を置いてほしい。

●新羽後本荘駅駐車場の利便性を高めてほしい。

●鳥海山木のおもちゃ美術館周辺、鮎川駅からの徒歩の経路などの交通安全対策を図ってほしい。

●由利本荘アリーナ周辺道路の車の渋滞が予想されるため対策を検討すべき。

●人口減少の対策として、若い世代の子どもを育てる環境を整えてほしい。

●北朝鮮からの密入国問題は、海上保安庁の分室や、あるいは市独自に沿岸警備の強化に取り組めないものか。

●防災行政無線を活用して、小学校児童が下校する午後２時３０分頃に見守り放送を行うとともに、主要施設、街中

　に防犯カメラを設置すべきだ。

●公園の草刈りなど管理を徹底してほしい。　　　　　　　　 ●石脇財産区の道路を市道に編入してほしい。

●公共下水道の繋ぎ込みについてもっと強く促進してほしい。   ●定住促進奨励金を増額しては。

●３０００人の集客があった米まつりをまた実施してほしい。　　●聴覚障がい者支援対策として手話条例制定が必要。

（87/188人からご回答いただきました。※一部複数回答あり）
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６
月
定
例
会

条
例
関
係
（
主
な
も
の
）

●
由
利
本
荘
市
鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ
　

　
　
　
　
　
　
美
術
館
基
金
条
例
の
制
定

　
　
由
利
本
荘
市
鳥
海
山
木
の
お
も
ち
ゃ

　
美
術
館
基
金
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例

　
を
制
定
す
る
も
の

●
由
利
本
荘
市
学
童
保
育
施
設

　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
の
一
部
改
正

　
　
由
利
本
荘
市
川
内
学
童
保
育
施
設
の

　
用
途
廃
止
に
伴
い
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
も
の

●
由
利
本
荘
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事

　
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

　
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
の

　
見
直
し
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
も
の

可

決

契
約
案
件
（
主
な
も
の
）

◆
物
品
（
体
育
備
品
）
購
入
契
約
の
締
結

　
　
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
用
体
育
備
品

　
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
用
支
柱
・
卓
球
台
な

　
ど
３８
品
目
）
を
購
入
す
る
も
の

　
契
約
者
　
か
が
ち
ゅ
う
ス
ポ
ー
ツ
有
限
会
社

　
代
表
取
締
役
　
加
賀
孝
司

　
契
約
額
　
３
８
４
４
万
８
千
円

◆
物
品
（
什
器
備
品
）
購
入
契
約
の
締
結

　
　
由
利
本
荘
ア
リ
ー
ナ
用
什
器
備
品

　
（
テ
ー
ブ
ル
・
ロ
ッ
カ
ー
等
８９
品
目
）

　
を
購
入
す
る
も
の

　
契
約
者
　
株
式
会
社
ス
ダ
キ
商
事

　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役
　
須
田
晏
正

　
契
約
額
　
７
９
８
１
万
２
千
円

◆
物
品
（
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
）

購
入
契
約
の
締
結

　
　
由
利
地
域
へ
配
備
す
る
た
め
の
、
小

　
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
３
台
を
購
入

　
す
る
も
の

　
契
約
者
　
株
式
会
社
タ
カ
ギ

　
代
表
取
締
役
　
髙
橋
龍
憲

　
契
約
額
　
２
６
０
８
万
２
千
円

可

決

請
願
・
陳
情
結
果

・
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

　
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
請
願

　
（
請
願
第
１
号
）

　
　
連
合
秋
田
本
荘
地
域
協
議
会

議
長
　
猪
股
　
修

　
　
紹
介
議
員
　
岡
見
善
人

・
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

　
負
担
割
合
２
分
の
１
復
元
を
図
る
た
め

　
の
、
２
０
１
９
年
度
政
府
予
算
に
係
る

　
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
（
陳
情
第
２
号
）

　
　
秋
田
県
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
櫻
田
憂
子

　
　
秋
田
県
教
職
員
組
合
本
荘
由
利
支
部

支
部
長
　
三
浦
春
道

・
地
方
消
費
者
行
政
に
対
す
る
財
政
支
援

　
（
交
付
金
等
）
の
継
続
・
拡
充
を
求
め

　
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
（
陳
情
第
４
号
）

　
　
秋
田
弁
護
士
会
　
会
長
　
赤
坂
　
薫

・
臓
器
移
植
の
環
境
整
備
を
求
め
る
意
見

　
書
提
出
に
つ
い
て
の
陳
情

　
（
陳
情
第
３
号
）

　
　
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
考
え
る
会

理
事
　
井
田
敏
美

採

択

人
事
案
件

同

意

継

続

審

査

く

し
ま

と
し

あ
き

こ

さ
か

あ
や

こ

○
副
市
長

　
　
九
嶋
　
敏
明
　
氏
（
新
任
）

本
荘
地
域
東
町

○
教
育
委
員
会
委
員

　
　
小
坂
　
綾
子
　
氏
（
新
任
）

本
荘
地
域
中
梵
天

：：

：：：：

意
見
書

　
請
願
・
陳
情
で
採
択
さ
れ
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
委
員
会
発
案
と
し
て
議
長
名
に

て
各
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

意見書送付先 機関 委員会発案 採択

内閣総理大臣・内閣官房長官・内閣府特命担

当大臣・総務大臣・財務大臣・経済産業大臣

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・

総務大臣・財務大臣・文部科学大臣

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・

内閣府特命担当大臣

第１号 請願第１号

第２号 陳情第２号

第３号 陳情第４号



１．人口減少の現状分析と対策は

２．移住を含めた転入者の増大について

３．市営住宅の方向性について

４．地域づくり推進事業について

５．石脇新町から由利本荘アリーナへのアク

セスについて

６．全国学力トップクラスと視察受け入れに

ついて

７．学校環境適正化に向けた取り組みにつ

いて

市
民
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
な

ど
で
「
満
足
度
の
高
い
行
政
サ

ー
ビ
ス
」
と
使
っ
て
い
る
が
、
ど
の
よ

う
に
計
り
ど
の
よ
う
に
市
政
に
活
か
し

て
い
る
の
か
。

新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
際

「
地
域
環
境
に
対
す
る
満
足

度
」
を
調
査
。
新
創
造
ビ
ジ
ョ
ン
後

期
５
カ
年
計
画
策
定
に
向
け
、
前
期

計
画
の
達
成
度
や
満
足
度
を
計
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
計
画
に

反
映
し
た
い
。

6P 高橋信雄（高志会）

一般質問とは、議員が行う市政全般についての質問です。

６月定例会では、８人の議員が質問に立ちました。

すべての質問項目は次のとおりです。（内容を掲載してい

る項目番号には、○をつけています。）

１．市民とのふれあいトークについて

２．植村伴次郎氏とのつながりを生かした

活用及び功績を残せないか

３．がん患者への支援について

４．農業問題について

５．外国人旅行者の誘客について

６．教育委員会関係

7P 佐々木隆一（日本共産党）

１．農業振興について

２．国保会計について

３．日本海東北自動車道の安全対策について

４．合葬墓の住民意向調査を

7P 阿部十全（無所属）

１．高齢化対策について

２．公共施設について

３．由利本荘市沖洋上風力発電建設について

8P 高野吉孝（市民創風）

１．移住政策と関係人口について

２．地方創生（総合戦略）について

３．公営墓地について

４．カダーレ内の物産館「ゆりぷらざ」につ

いて

５．第三セクターについて

６．プログラミング教育について

8P 湊  貴信（高志会）

9P 佐藤義之（高志会）

１．風力発電事業について
２．住みよいまちづくり対策について
３．災害情報などＣＡＴＶでの情報発信は

できないか
４．本市の学校におけるＩＣＴ化の推進について

9P

9P 今野英元（社会民主党）

１．由利本荘市の風力発電事業について
２．株式会社ぱいんすぱ新山について

10P

9P 伊藤岩夫（公明党）

１．福祉支援について

２．市の活性化について

３．引きこもり者の社会復帰支援を

４．特定健診のコールリコールによる健康

寿命の延伸について

５．学校での心肺蘇生教育の普及推進及び

危機管理体制の整備について

一般質問一般質問
こ
こ
が

聞
き
た
い

高橋信雄
（高志会）

問

２
年
後
デ
ビ
ュ
ー
予
定
の
秋
田

県
極
良
食
味
米
は
本
市
平
場
に

向
い
た
適
性
か
。
特
Ａ
獲
得
に
向
け
た

対
策
は
進
ん
で
い
る
か
。

問

答

新
品
種
の
こ
の
地
域
へ
の
適

性
な
ど
は
非
公
開
と
さ
れ
て

い
る
。
特
Ａ
取
得
の
取
り
組
み
は
、

Ｊ
Ａ
が
実
証
圃
を
設
置
し
県
な
ど
の

指
導
の
下
、
品
質
向
上
へ
の
取
り
組

み
を
継
続
し
て
お
り
、
特
Ａ
取
得
を

目
指
し
連
携
し
て
い
く
。

答

満
足
度
の
高
い

　
　
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
と
は

本
市
名
誉
市
民
の
植
村
伴
次
郎

氏
の
こ
れ
ま
で
の
功
績
や
ふ
る

さ
と
へ
の
貢
献
を
形
に
残
し
、
東
北

新
社
の
助
言
を
頂
き
な
が
ら
広
報
や

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
充
実
と
活
用
を
検
討
で

き
な
い
か
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
映
像
資
料

は
著
作
権
の
関
係
か
ら
Ｃ
Ａ
Ｔ

問答 植
村
伴
次
郎
氏
の
功
績
を

　
　
　
　
　
　
残
せ
な
い
か

米
新
品
種
の
適
性
と

　
　
　
　
　
　
　
特
Ａ
対
策
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Ｖ
で
の
放
送
は
難
し
い
が
、
放
送
可

能
な
作
品
も
一
部
あ
り
活
用
を
検
討

し
た
い
。
中
央
図
書
館
、
由
利
図
書

館
に
「
植
村
伴
次
郎
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
置
し
市
民
に
紹
介
し
て
い
く
。

由利図書館の植村伴次郎コーナー

由利本荘市議会だより  第53号（6月定例会）

　本市の政務活動費は、会派や議員が行う調査研究費などの議員活動に充てることができ、月額１万円、

１２ヵ月分を一括交付するもので、交付にあたっては収支報告書の提出が義務付けられています。

会派名・議員名

主な使用内容

主な使用内容

高志会 市民創風 公明党 社会民主党 日本共産党 村上亨議員 合計鈴木和夫議員

700,000

489,020

390,776

879,796

0

700,000

154,948

416,786

30,749

602,483

97,517

70,000

18,910

7,799

26,709

43,291

70,000

79,380

79,380

0

70,000

105,192

105,192

0

70,000

0

70,000

1,750,000

643,968

18,910

1,006,334

38,548

118,722

1,826,482

210,808

70,000

93,580

39,342

132,922

0

700,000 700,000 70,000 70,000 70,000 70,000 1,750,00070,000
交付金

（1人月額１万円交付）

調査研究費

研修費

広報費

資料作成費

資料購入費

政務活動費残額

計

計

※議会のホームページでも政務活動費の収支報告を掲載しています。

収
入

支

　
　
　出

平成２９年４月～１０月分

平成２９年度 由利本荘市議会の

政務活動費を報告します

（単位：円）

会派名・議員名 高志会 市民創風 公明党 社会民主党 日本共産党 阿部十全議員 合計

600,000

390,300

209,700

600,000

0

350,000

249,190

10,800

259,990

90,010

50,000

52,020

2,980

55,000

0

50,000

55,836

55,836

0

50,000

105,648

105,648

0

50,000

0

50,000

1,300,000

390,300

301,210

315,348

32,112

147,268

1,186,238

190,010

600,000 350,000 50,000 50,000 50,000 50,000

岡見善人議員

50,000

58,968

58,968

0

50,000

正木修一議員

50,000

18,332

32,464

50,796

0

50,000

鈴木和夫議員

50,000

0

50,000

50,000 1,300,000
交付金

（1人月額１万円交付）

調査研究費

研修費

広報費

資料作成費

資料購入費

計

政務活動費残額

計

収
入

支

　
　
　出

平成２９年１１月～平成３０年３月分 （単位：円）

※広聴費、要望・陳情活動費、会議費、人件費、事務所費への支出はありませんでした。

※残額分は市に返還し、交付額を超える支出については、各会派及び議員が負担しています。
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・視察研修
（女川市、
　二本松市）
・会派報発行

・視察研修

（湯沢市、

　石巻市、

　山元いちご

　農園）

・会派報発行

・視察研修

（大衡村、

　登米市）

・研修会受講

　費用

・印刷機イン

　クの購入

・資料書籍の

　購入

・会派報発行 ・資料書籍の

　購入

・印刷機イン

　ク、コピー

　用紙の購入

・資料書籍の

　購入

・視察研修
（にかほ市、
　遊佐町、
　酒田市)
・会派報発行

・研修会受講
　キャンセル
　に係る費用
・印刷機イン
　ク、コピー
　用紙の購入

・資料書籍の
　購入

・会派報発行 ・議会活動報
　告発行
・資料書籍の
　購入

ここが聞きたい
一 般 質 問

秋
田
市
は
血
縁
や
結
婚
に
よ
ら

な
い
多
く
の
遺
骨
を
埋
葬
す
る

合
葬
墓
を
今
春
完
成
さ
せ
た
。
２
回

の
募
集
で
１
５
０
０
体
分
、
希
望
者

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
全
国
各
地
で
墓
を
含
め
た
弔
い
の

あ
り
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
秋
田

市
で
の
希
望
者
の
多
さ
か
ら
み
て

も
、
本
市
で
も
潜
在
的
な
需
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。
住
民
意
向
調
査

を
す
べ
き
で
あ
る
。

問

４
月
４
日
、
市
内
芦
川
の
日
東

道
か
ら
若
い
男
女
３
人
が
乗
っ

た
車
が
落
下
し
大
破
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
故
が
発
生
し
た
。

　
事
故
は
ポ
ー
ル
で
仕
切
ら
れ
た
片

側
１
車
線
で
起
き
た
。
ワ
イ
ヤ
ー
式

防
護
柵
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
安
全
対
策
の
た
め
ワ
イ
ヤ
ー
式

防
護
柵
の
設
置
を
関
係
機
関
に
要
請

す
べ
き
で
あ
る
。

問

片
側
１
車
線
の
道
路
で
は
重
大

な
事
故
が
発
生
し
て
い
る
。
国

で
は
暫
定
２
車
線
区
間
の
１
５
０
０
　

　
を
概
ね
５
カ
年
で
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ

を
設
置
し
て
い
く
と
の
発
表
が
あ
っ

た
。

　
日
東
道
で
も
早
急
に
安
全
対
策
を
進

め
て
い
く
よ
う
国
に
働
き
か
け
て
い

く
。 答

「
合
葬
墓
」
の

　
　
　
　
住
民
意
向
調
査
を

日
東
道
に

　
ワ
イ
ヤ
ー
式
防
護
柵
の

　
　
安
全
策
を
要
請
す
べ
き

高
齢
化
に
伴
い
農
作
業
が
出
来

な
い
農
家
が
増
え
、
農
地
の
放

棄
が
急
激
に
増
え
る
と
農
家
の
方
が
言

っ
て
い
た
。

　
集
落
人
口
が
減
っ
て
、
隣
近
所
の
小

さ
な
助
け
合
い
、
除
雪
や
買
い
物
の
手

伝
い
、
話
し
相
手
す
ら
い
な
く
な
っ
て

い
く
。
集
落
の
移
住
や
移
転
も
含
め
高

齢
化
対
策
は
。

全
て
の
高
齢
者
に
移
住
や
移
転

を
勧
め
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
が
、
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組

み
と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
総
合

支
援
事
業
な
ど
や
共
助
組
織
の
設
置

数
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

問答

国
道
７
号
線
か
ら
海
側
の
町
内

会
に
つ
い
て
は
、
合
計
３９
町
内

で
、
世
帯
数
４
９
７
０
戸
、
人
口
１
万

２
４
９
１
人
で
あ
る
。
同
地
域
に
お
い

て
は
、
今
後
も
住
民
説
明
会
や
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
確
実
な
実
施
を
事
業
者
に
求

め
て
い
く
。

答

公
共
施
設
は
現
在
２
１
１
０
棟

あ
り
、
平
成
４８
年
度
ま
で
２５
％

削
減
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
効

率
的
な
施
設
維
持
に
努
め
絶
え
ず
見

直
し
を
行
う
。

答

洋
上
風
力
発
電
計
画
が
あ
る

が
、
海
沿
い
を
走
る
国
道
７
号

の
周
辺
に
は
人
家
は
も
ち
ろ
ん
、
学

校
、
保
育
所
、
病
院
、
診
療
所
な
ど
が

あ
り
、
騒
音
に
よ
る
健
康
被
害
の
心
配

が
あ
る
。

　
建
設
予
定
の
風
車
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、

子
吉
川
ボ
ー
ト
プ
ラ
ザ
ア
ク
ア
パ
ル
か

ら
海
方
向
を
見
る
と
２
㌔
㍍
の
距
離
に

約
１
０
０
㍍
の
高
さ
の
風
車
が
見
え
る
。

　
洋
上
に
計
画
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の

高
さ
の
倍
の
２
０
０
㍍
に
及
び
、
そ
れ

が
１
４
０
基
立
つ
計
画
で
あ
る
が
、
市

の
方
針
を
伺
う
。

問 沿
岸
地
域
の
住
民
に
対
す
る

洋
上
風
力
発
電
事
業
の
説
明
は

佐々木隆一
（日本共産党）

複
数
の
人
の
遺
骨
を
同
じ
区
画

に
埋
葬
す
る
合
葬
墓
と
い
う
新

た
な
墓
地
の
形
態
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　
当
面
、
市
と
し
て
は
新
山
野
墓
園

の
全
分
譲
を
目
標
と
し
て
お
り
、
そ

の
後
「
合
葬
墓
を
含
め
た
墓
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
市
民
の
意
見
を
把
握

し
な
が
ら
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
。 答

風
力
発
電
事
業
者
は
第
三
者
が

発
電
設
備
に
近
づ
か
な
い
よ
う

フ
ェ
ン
ス
な
ど
を
設
置
し
、
出
入
口

に
施
錠
を
行
い
、
見
え
や
す
い
場
所

に
点
検
責
任
者
名
、
連
絡
先
な
ど
の

標
識
を
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
事
業
者
は
実
施

し
て
い
る
の
か
。

問 風
力
発
電
設
備
に
フ
ェ
ン
ス

な
ど
や
標
識
の
掲
示
が
必
要

事
業
者
の
情
報
を
記
載
し
た
標

識
の
掲
示
や
、
発
電
施
設
で
の

感
電
被
害
な
ど
が
発
生
し
な
い
よ
う

フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
置
や
出
入
口
の

施
錠
な
ど
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
事
業
者
に
確
認
と
遵
守
を
求
め

る
。 答

私
た
ち
が
風
車
を
点
検
し
た
と

こ
ろ
、
フ
ェ
ン
ス
、
標
識
掲
示

な
ど
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
は
い
な

か
っ
た
が
。

問

事
業
者
に
電
話
連
絡
で
確
認
を

し
た
。

答

移
住
・
移
転
も
含
め
た

　
　
今
後
の
高
齢
化
対
策
は

公
共
施
設
維
持
管
理
で
は
開
設

当
時
に
比
べ
利
用
頻
度
が
極
め

て
低
く
な
っ
た
施
設
や
建
物
、
老
朽

化
の
著
し
い
も
の
な
ど
が
あ
る
。

　
間
も
な
く
オ
ー
プ
ン
す
る
公
共
施

問 公
共
施
設
の

　
　
維
持
管
理
の
見
通
し
は

阿部十全
（無所属）

設
ア
リ
ー
ナ
の
利
用
者
が
増
え
る
一
方

で
、
古
い
施
設
ほ
ど
コ
ス
ト
も
か
か
る

と
予
想
さ
れ
る
が
、
公
共
施
設
維
持
管

理
の
今
後
の
見
通
し
は
。

キ
　ロ

メ
ー

ト
ル

ワイヤーロープ防護柵 フェンス、施錠、標識がない風車群
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ここが聞きたい
一 般 質 問

風
車
病
は
不
眠
、
め
ま
い
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が
生
じ
る
。

風
車
と
住
宅
の
距
離
が
大
き
な
要
因

だ
。

　
風
車
と
住
宅
地
の
距
離
を
最
低
で
も

２０
㌔
㍍
と
す
べ
き
だ
。

近
年
、
風
車
騒
音
に
よ
る
健

康
被
害
の
情
報
が
あ
る
。
事

業
者
に
生
活
と
健
康
に
悪
影
響
が
出

な
い
よ
う
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確

実
な
実
施
を
求
め
る
。

今野英元
（社会民主党）

問答

株
式
会
社
ぱ
い
ん
す
ぱ
新
山
の

定
年
は
、
就
業
規
則
で
は
６５

歳
、
賃
金
規
程
で
は
６０
歳
と
異
な
る
状

態
に
な
っ
て
い
る
が
。

年
齢
が
異
な
っ
て
い
る
件

は
、
平
成
２４
年
に
策
定
し
た

書
類
で
は
２
種
類
あ
っ
た
。
平
成
２９

年
６
月
に
、
ど
ち
ら
も
６５
歳
定
年
に

改
定
さ
れ
て
い
る
。

定
年
６５
歳
、
６０
歳
の

　
　
　
　
　
　
２
種
類
が
？

問答

由利本荘市議会だより  第53号（6月定例会）7

左から　長沼議員、大関議員、佐々木議員、三浦議員、今野議員、高橋議員

　５月３０日東京都内で開催された第９４回全国市議会議長会定期総会において、永年にわたる

市議会議員としての功績が認められ、７人の議員が表彰されました。

永 年 勤 続 議 員 表 彰

●正副議長４年以上　故・鈴木　和夫　氏

　　　　　　　　　　佐々木　慶　治　氏

●在職３５年以上　　　三　浦　秀　雄　氏

●在職１５年以上　　　大　関　嘉　一　氏

　　　　　　　　　　今　野　英　元　氏

　　　　　　　　　　長　沼　久　利　氏

　　　　　　　　　　高　橋　信　雄　氏

風
車
と
の
距
離
は
２０
　
　
に

キ　
ロ

メ
ー

ト
ル


